
なぜ，今，「小論文」なのか？

近年の大学入試は，小論文抜きでは語れないのが現

状です。入試で小論文を課す大学は約８割にのぼるの

です。 （第一学習社小論文ネットより引用）

必要なのは入試の場面だけではない！

小論文学習で身に付けた力は，大学での学習や生活，

さらに社会に出てから必要な基礎的能力です。

「大学生になったら…」

＊大学での講義は<教わる>から<考える>へ。

＊演習や実験など，自分でテーマを設定し，その課

題に対して自分なりの考えをまとめることが要

求される。

＊試験の多くは，レポートや論述試験。

「社会人になったら…」

＊業務内容や活動に対して，報告書やレポートの提

出が必要。

＊初対面の人と仕事する場面が多々あるため，コミ

ュニケーション能力が必要。

＊どのような行動にも，明確な理由と目的が必要。

「学科試験では測れない力」を見られる

学科試験で学力を測るとすると，小論文試験ではど

んな力を測るのでしょう。実は，「大学が受験生に求

める力」と「小論文を書くために必要な力」はほとん

ど重なっているのです。例えば，「理解力」「判断力」

「表現力」「専門に対する意欲」そして「個性」。だか

らこれほどまでに多くの大学で小論文が課されるよ

うになっているのです。 （ベネッセ小論文通信より）

小論文を書く力の育成には時間がかかる…

よく言われることですが，

「新聞を読んだりニュースを見る」

→その際，本質を理解するために考えたり，調べた

りすることも必要です。そして必ず，自分なりの

意見を持つ，思考の習慣をつけましょう。

「積極的に友人とディスカッションをする」

→時事問題や，授業で学習した内容など，（堅い内

容でなくて構わない）相手の考えを聞き，理解し

て自分の立場と意見を述べる訓練を積もう。

「志望分野に関わる書籍（新書）を多く読む」

→知識がなければ，書くことはできません。自分の

意見を述べるための根拠が必要だからです。
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何をやったかではなく

何のためにそれをやったかである。

今，それが大切に思えてきている。

高倉 健（俳優）



小論文ガイダンスについて

【 １２月９日（火） 】 場所：多目的ホール

３・４校時 １０：４０～１２：３０（１１０分） 商業科

１年商業科のみ③④カット

５・６校時 １３：４５～１５：３５（１１０分） 普通科

１年普通科のみ⑤⑥カット

※ ７校時ＬＨＲで，簡単な感想文の記入。

【 １２月２５日（木） 】 場所：多目的ホール

１・２校時 ８：３０～１０：２０（１１０分） ２年普通科

３・４校時 １０：４０～１２：３０（１１０分） １・２年商業科

※ 商業科は課外はないが，この時間に合わせて登校

５・６校時 １３：１５～１５：０５（１１０分） １・３年希望者

※ １年生普通科の課外は４時間目までなので，希望者する生徒のみ参加

【 講師紹介 】

第一学習社 長岡 裕子 先生

第一学習社広島本社にて，小論文主任講師として活躍中。広島，岡山などの私立高校にて非常勤講師として

約１０年間「小論文」の特別授業を担当。小論文の添削指導，入試問題の分析，教材作成などの経験を生かし，

西日本を中心に高校生，教諭対象の小論文講演会を行う。平成２０年度から２年間，「広島大学大学院教育研究

科」に研究生として在籍，「全国大学国語教育学会」にて学会発表も行っている。平成２３年より，研究生時代

に師事した教授らと「教師の学校」を立ち上げ，後陣育成に取り組む。

＊１２月９日（火） 対象：１年生

初めての小論文なので，「作文との違い」，「小論文の導入」「意見＋根拠の示し方」など

基本的な書き方の指導をしていただきます。

＊１２月２５日（木） 対象：２年生・１年生商業科・１年生と３年生の希望者

「意見＋根拠の示し方」から「段落構成の型について」など基本的な書き方の確認をして

基礎力の養成を図るともに，「要約問題，課題分型・データ型小論文の書き方」について

指導していただき，実際に書くことに取り組ませ実践力の向上を図る。


